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高等教育研究開発推進センター日誌
（2012年 4月 1日～2013年 3月 31日）
年　月　日 記　　　　　　　　　事
2012. 4. 4 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 24年度第 1回）
4. 5 文学研究科プレ FDプロジェクト事前研修会
4.11 高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 24年度第 1回）
4.20 関西地区 FD連絡協議会第 5回幹事会
4.29 准教授　スチュアート　ティモシー　ウィリアム　チェンマイ大学の人文科学部にて講
義及び英語学科関係教員・学生と会談、タイ商科大学にて The 4th LIROD International 
Conferenceに参加及びタイの学術団体と JACET2013について打ち合わせのためタイへ
海外出張（5.6帰国）
5. 9 高等教育研究開発推進センター協議員会（平成 24年度第 1回）
高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 24年度第 2回）
5.16 高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 24年度第 2回）
5.18 准教授　ダルスキー　デビッド　ジュローム　シカゴ大学にて本の執筆のための資料収
集、シェラトンシカゴホテルにて国際会議（Association for Psychological Science）に参
加のためアメリカへ海外出張（5.28帰国）


















































































5.23 The Phd Movie上映会・パネルディスカッション
場所：京都大学　附属図書館　ライブラリーホール
5.30 FD研究検討委員会（第 13回）









































7. 4 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 24年度第 4回）





















　セッション 1  　グループ討論 1　「大学授業をどう思うか（自己紹介）」
　セッション 2  　ミニ講義 1　「大学授業の現在と未来」
　　　　　　　　飯吉　　透（高等教育研究開発推進センター教授）
　セッション 3  　ランチと自由討論
　セッション 4  　グループ討論 2　「大学授業で教師に求められるもの」
　セッション 5  　ボディワーク　「他者とのつながり・自分とのつながり」
　　　　　　　　濱野　清志（京都文教大学教授）
　セッション 6  　ミニ講義 2　「大学授業におけるガイダンスの重要性」）
　グループ討論整理
　セッション 7  　全体討論　「大学で教えるために」
　セッション 8  　ミニ講義 3　「大学で教えるということ」
　　　　　　　　大塚　雄作（高等教育研究開発推進センター長・教授）
【ADVANCED】
　セッション 1  　全体討論 1　「教える側からみた大学授業（自己紹介）」
　セッション 2  　ランチと自由討論
　セッション 3  　模擬公開授業・検討会
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8.27 平成 24年度第 2回MOST講習会





































　　　　「 大学コンソーシアム京都の FD活動　現状と課題、評価について～ポスト GP
および第 4ステージに向けて～」
　　13．大塚　雄作（京都大学高等教育研究開発推進センター　センター長／教授）










　　ミニ講義 2    ：  「京大生の学習の実態」
　　　　　　　　溝上　慎一（高等教育研究開発推進センター准教授）
　セッション 3


















































10. 4 State Universtiy of New York, Center for Collaborative Online International Learning (COIL)




“Promoting and Sustaining Teaching Innovation”
　報告者：Angélica Natera (Associate Director for Academic Innovation, LASPAU)
京都大学高等教育研究第19号（2013）
















　　　“ The Psychology Class Using Peer Instrictuion at Kyoto University: An Active-
Learning in the Large Classroom”
　　松下　佳代（京都大学高等教育研究開発推進センター教授）
　　　「アクティブで深い学びのための仕組み」
　　　“Pedagogy for active and deep learning”
　　飯吉　　透（京都大学高等教育研究開発推進センター教授）
　　　「教育イノベーションの育成と普及」







10.17 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 24年度第 7回）
10.23 2012 ISSOTL Conference参加及び情報収集
　参加者：飯吉　透教授（国内用務のため 10.28帰国）
　　　　　田口　真奈准教授（10.29帰国）
10.24 教授　溝上　慎一　ジョージア大学にて International Conference on Dialogical Selfでの
発表及び情報収集のためアメリカへ海外出張（10.30帰国）
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12. 7 平成 24年度第 3回MOST講習会
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12.12 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 24年度第 9回）
12.14 教授　飯吉　　透　北京師範大学にてカンファレンス運営委員会ミーティング、COPI
学会基調講演登壇及び情報収集のため中国へ海外出張（12.17帰国）
12.19 高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 24年度第 6回）













　　　( Associate Provost / Executive Director, Center for New Designs in Learning & 
Scholarship, Georgetown University)







　　　Elizabeth Barkley (Professor, Foothill College Fine Arts and Communication Division)























　　　　　( Associate Provost / Executive Director, Georgetown University Center for New 







　　　　　(Professor, Foothill College Fine Arts and Communication Division）
2. 3 准教授　酒井　博之　ELI学会参加及び資料収集のためアメリカへ海外出張（2.8帰国）
2. 6 助教　高橋　雄介　ゲント大学 Dr. Moriya研究室他にて当該課題遂行のため、Dr. Moriya、 
Prof. De Fruytと研究打合せ及び資料収集のためベルギーへ海外出張（2.12帰国）
2.13 高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 24年度第 7回）
高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 24年度第 11回）
2.14 文学研究科プレ FDプロジェクト平成 24年度事後研修会
3. 1 平成 24年度第 4回MOST講習会







て Prof. Mazur授業参観、国際連係関連研究調査及び打ち合わせ、MIT Technology-
Enhanced Active Learningにて Prof. Peter Dourmashkin訪問、国際連係関連研究調査及
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3.11 准教授　スチュワート　ティモシー　ウィリアム　World Education Thailandにてカ
リキュラム開発に関する意見交換・施設見学等、Ambassador Hotelにて FLLT2013 
Conferenceに参加及び発表と情報収集のためタイへ海外出張（3.18帰国）
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高等教育研究開発推進センター組織
（2012年 4月 1日～2013年 3月 31日）
高等教育研究開発推進センター協議員：
大塚　雄作 センター長
飯吉　　透 センター教授 松下　佳代 センター教授
吉田　　純 センター教授 山本　行男 センター教授


















飯吉　　透 センター教授 松下　佳代 センター教授
吉田　　純 センター教授 山本　行男 センター教授
赤松　紀彦 センター教授 田地野　彰 センター教授
田口　真奈 センター准教授 溝上　慎一 センター准教授
桂山　康司 センター准教授 久代　恵介 センター准教授
Dalsky David Jerome センター准教授 Stewart Timothy William センター准教授
酒井　博之 センター特定准教授（10月～センター准教授）
半澤　礼之 センター特定助教（～ 9月） 田川　千尋 センター特定助教
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高等教育研究開発推進センター教員業績





























































・ 大塚雄作　2012.12.17　「京都大学のプレ FD＆新任教員研修　PFFP（Preparing Future Faculty Program）研究会」
京都大学東京オフィス
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・ FD研究検討委員会　第 2 WGメンバー
京都大学高等教育研究第19号（2013）


































・ Iiyoshi, T. 2012.12.15 “Building Capacity to Make Pedagogical Innovations Sharable, Adaptable, and Sustainable,” 
International Asia-Pacific Conference on Peer Instruction, Beijing Normal University, China
・ 飯吉透　2012.12.18　「来るべき高等教育の世界―HAL・VALIS・SOLARISを越えて―」日本 IBM創立 75周年記
念講演会、京都大学
・ 飯吉透　2013.1.27　「日本の大学教育の課題と可能性―米国の比較という観点から―」（“Challenges and Possibilities 

















・ 飯吉透　2012.10.5　「Innovation in International Education and Collaboration: Lessons and Implications from the U.S. 








・ Sugimura, K., & Mizokami, S. 2012 Winter. Personal identity in Japan. In S. J. Schwartz (Ed.), Identity around the world. 





















・ Mizokami, S., & Nakama, R. 2012.10 There are as many views of the self as the self and mes. Poster presented at the 7th 












・ 「University and University Student I Today’s Japan」（前期）


















・ International Conference on the Dialogical Self、Scientific Committee委員





・ 東北大学加齢医学研究所共同研究員（2012年 4月 1日～2013年 3月 31日）
・ 学校法人河合塾・新学力プログラムプロジェクト「教育プロジェクトの設計およびそのための調査・研究」業務委



































































































































・ 酒井博之　2012.6　「ティーチングポートフォリオの組織的導入と活用（第 2分科会）」『第 17回 FDフォーラム報
告集』大学コンソーシアム京都、207-234頁
・ 酒井博之　2012.7　「関西地区 FD連絡協議会第 5回総会『FD活動報告会 2012』」関西地区 FD連絡協議会広報
ワーキンググループ編（編集責任者）
・ 酒井博之　2013.1　「『FD活動の報告会』（ポスターセッション）」『京都大学高等教育叢書 32（「相互研修型 FD拠













































































化（Deepening Active Learning with Peer Instruction）」『京都大学高等教育叢書 32　相互研修型 FD拠点活動報告
2012』312-345頁
・ 高橋雄介・田川千尋・飯吉透・松下佳代　2013.1　「ネットワーク時代の大学教育改善―学びと教えの相互進化を
持続させる―（Advancement of Higher Education in the Network Age: Sustaining the Mutual Evolution of Learning and 




























・ Takahashi, Y.，Edmonds, G. W., Jackson, J. J., & Roberts, B. W. 2013. Longitudinal correlated changes in conscientiousness, 
preventative health-related behaviors, and self-perceived physical health. Journal of Personality, 81 (pp. 417-427)
・ Moriya, J. & Takahashi, Y. 2013. Depression and interpersonal stress: The mediating role of emotion regulation. 
Motivation and Emotion, 37 (pp. 600-608)
・ Ando, J. Fujisawa, K. K., Shikishima, C., Hiraishi, K., Nozaki, M., Yamagata, S, Takahashi, Y., Ozaki, K., Suzuki, K., Deno, 
M., Sasaki, S., Toda, T., Kobayashi, K., Sugimoto, Y., Okada, M., Kijima, N., Ono, Y.,Yoshimura, K., Kakihana, S., Maekawa, 
H., Kamakura, T., Nonaka, K., Kato, N., & Ooki, S. 2013. Two Cohort and Three Independent Anonymous Twin Projects 
at the Keio Twin Research Center (KoTReC). Twin Research and Human Genetics, 16 (pp. 202-216)
・ Yamagata, S., Takahashi, Y., Ozaki, K., Fujisawa, K. K., Nonaka, K., & Ando, J. 2013. Bidirectional influences between 
maternal parenting and children’s peer problems: A longitudinal monozygotic twin difference study. Developmental 
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【学会発表】
・ Takahashi, Y., Roberts, B. W., & Hoshino, T. 2012 Conscientiousness mediates the relation between perceived parental 
socialization of responsibility and self-rated health. 26th Conference of European Health Psychology Society, Prague, 
Czech Republic. August, 21-25
・ Takahashi, Y. 2012 Spousal similarity for personality traits and marital satisfaction. 16th European Conference on 






















































































































・ 吉田純　2012.9　「再帰性概念の社会情報学的意義についての予備的考察」『社会情報学』第 1巻 1号，55-63頁
京都大学高等教育研究第19号（2013）































・ Hirayama, T., Taki, M., Akaoka, K., & Yamamoto, Y. 2012 Development of a dual functional luminescent sensor for zinc ion 
based on a peptidic architecture. Bioorg. Med. Chem. Lett. 22, pp. 7410-7413.
・ Taki, M., Akaoka, K., Iyoshi, S., & Yamamoto, Y. 2012 Rosamine-Based Fluorescent Sensor with Femtomolar Affinity for 
the Reversible Detection of a Mercury Ion Inorg. Chem., 51, pp. 13075-13077.
・ Murakawa, T., Hayashi, H., Taki, M., Yamamoto, Y., Kawano, Y., Tanizawa, K., & Okajima, T. 2012 Structural insights into 
the substrate specificity of bacterial copper amine oxidase obtained by using irreversible inhibitors. J. Biochem., 151, 
pp. 167-178.
【学会発表】
・ Akaoka, K., Yamasaki, M., Taki, M., & Yamamoto, Y. 2012.7 Development of Highly Sensitive Time-Resolved 











・ Taki, M., Iyoshi, S., & Yamamoto, Y. 2012.11 Fluorescent Sensors Based on Copper-induced C-O Bond Cleavage and Its 
Application to Intracellular Imaging. The 6th Asian Biological Inorganic Chemistry Conference, Hong Kong Polytechnic 
University.
・ Akaoka, K., Taki, M., Iyoshi, S., & Yamamoto, Y. 2012.11 Fluorescent Sensor for Reversible Detection of Mercury Ion 











































・ 2012年 11月 5日　京都府立桂高等学校　出前授業











































・ ELT Journal（Oxford University Press，英国）編集委員
・ 社団法人大学英語教育学会関西支部副支部長
・ 社団法人大学英語教育学会本部幹事（国際大会支部組織委員会委員長）


























・ Koyasu, M., Kusumi, T., Kirk de Carvalho Filho, M., Hashimoto, K., Fujita, K., Suzuki, S., Oyama, Y., Becker, C., Uchida, 
Y., Dalsky, D., Mattig, R., Sakurai, R., & Takatsugu, K. 2012. 3. A cross-national study on happiness: Data from thirteen 
countries. Japanese Psychological Review, 55, pp. 70-89.
京都大学高等教育研究第19号（2013）
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【学会発表】
・ Dalsky, D., & Garant, M. 2012. 10. A case study of a Japanese-Finnish university online academic writing collaboration. 






















・ Stewart, T. 2013.3. Classroom research for language teachers. Alexandria, VA: TESOL International Association.
【論文】
・ Stewart, T. 2012.7. Raising voices and choices through education. US-China Education Review, 2(7), pp. 638-646.
・ Stewart, T. 2013.3. Classroom research and classroom teachers. Foreign Language Learning and Teaching 2013 
Conference Proceedings, pp. 134-142.
【学会発表】
・ Stewart, T. 2012.5. “Communication and literacy in the liquid-modern world,” Presentation-Language in the Realm of 
Social Dynamics Conference, Bangkok, Thailand.
・ Stewart, T. 2013.3. “Classroom research for enhanced professionalism,” Presentation-Conference on Foreign Language 
















・ 2012.4-2013.3 Editor of the TESOL Journal section, Communities of Participation in TESOL




・ 2012.4-2013.3　国際交流の活動 Raku-Yu Public Relations Booklet Senior Editor
【社会活動】


























・ 京都府立大学　英語 A、英語 B
・ 神戸大学　イギリス文学特殊講義、英米文学特殊研究Ⅳ
京都大学高等教育研究第19号（2013）





























・ Kushiro, K. 2012.8 Vestibular and spatial perception. J. Phys. Fitness Sports Med. 1, pp. 001-004.
【学会発表】
・ Goto, F., Tsutsumi T and Kushiro, K. 2012.6 “The anxiety affects the antero-posterior postural stability in patients with 
dizziness” XXVII Meeting of the Bárány Society, Uppsala, Sweden
・ 久代恵介　2012.11.29　「受動回転記憶と回転再現の方向依存性」第 71回日本めまい平衡医学会、東京
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・ ポケゼミ「認知・行動科学への招待」（リレー）
・ 「心理学基礎論」（リレー）
②学部教育
・ 「認知行動科学入門」（リレー）
3．その他の活動
【講演】
・ 久代恵介　2013.2.8　第 49回京都大学総合博物館セミナー『空間を知覚してからだの動きを制御する』
【その他】
・ 久代恵介　2012.9.26　京都府立福知山高校「みらい学Ⅱ」出張指導
